
NPO法人を例に、実際の提出書類

等を作成しながら、団体設立に係るノ

ウハウを学ぶ計３回の連続講座を開

催します。

講座終了後、本講座内で模擬的に

作成した設立趣旨書と定款を用い、

具体的な設立準備のサポート等、個

別相談も可能です。詳しくは下記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.６
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「樹齢２６８年の杉に刻まれた歴史」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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NPO法人北上川サポート協会では、

2022年度より、子ども用の衣服等を

必要な人に譲る「子ども服のおさがり

広場」を始め、2024年度は下記日程

で定期開催します。

また、「おさがり品」の回収(寄付)は、

月曜日を除く９時～17時までに川崎

防災センターにお持ち込みいただけれ

ば、随時受け付けています。詳しくは

下記まで。

壊れたおもちゃを無料(部品代別途)

で診察して修理する「おもちゃ病院」。

市内では、毎月第３火曜日に、なのは

なプラザ内で開院するほか、「おやこ

広場」では、開院日に関係なく、壊れ

たおもちゃを預かり、市内在住のおも

ちゃドクターに診察を依頼しています。

詳しくは下記まで。※おやこ広場(一関

市大町４-29)は、月～金曜日(祝日

除く)の10時～16時の開所

市内の日本舞踊団体で構成する

「みやびの会」では、第４回目となる

チャリティー公演を行います。

市内９つの舞踊団体が華やかな舞

を披露し、入場料の一部は一関市社

会福祉協議会を通じ、市内の社会福

祉事業に役立てられます。前売りチ

ケットの購入は下記まで。

磐清水バスケットボールクラブ

「TEAM WATANABE」

定期練習開催中

情報

「子ども服のおさがり広場」

定期開催のお知らせ

情報

G・B Pop Jazz  オーケストラ

イベント出演のお知らせ

イベ

ント

情報
令和６年度講座

「もしもあなたが

ＮＰＯ法人を作ったら」

講座

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53558 83 24621 68

花泉 11709 -20 4679 -4

川崎 3192 -11 1269 0

千厩 9586 -4 4091 10

大東 11598 -48 4875 -8

東山 5753 1 2274 3

室根 4285 -2 1806 16

藤沢 6943 10 2787 15

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 106624 9

世帯数 46402 100

出生数 30 1

2024年５５５５月月月月１１１１日日日日付

(2024年４月30日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

壊れた「おもちゃ」

眠っていませんか？

開院日開院日開院日開院日：毎月第３火曜日

開院場所開院場所開院場所開院場所：なのはなプラザ内

※受付はおやこ広場まで。開院当日の

受付時間は１０時～１１時３０分で、受付

日に直らない場合は入院し、後日返却。

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４０１

(おやこ広場)

本誌「団体紹介」で紹介した「磐清

水 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ク ラ ブ 『TEAM

WATANABE』」は、未就学児～60代

の幅広い年代の人たちでバスケット

ボールを楽しんでいます。

同クラブの趣旨に共感する方であれ

ば、経験の有無、年齢、性別、居住地

等は不問で、申込不用で飛び入り参

加できます(同クラブへの入会手続き

は無し)。詳しくは下記までお問合せく

ださい。

「みやびの会」

第４回チャリティー公演

イベ

ント

日時日時日時日時：２０２４年

６月２１日、６月２８日、７月５日

※各回金曜１９時～２０時３０分

場所場所場所場所：なのはなプラザ４階 共同会議室

(一関市大町４-２９)

参加費参加費参加費参加費：５００円／回 ※各回受付

申込締切申込締切申込締切申込締切：６月１９日(水)

最小催行人数最小催行人数最小催行人数最小催行人数：５人

主催主催主催主催・・・・問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関市 市長公室 政策企画課 ＤＸ推進係 (前編)

３｜団体紹介｜ 磐清水バスケットボールクラブ「TEAM WATANABE」

５｜地域紹介｜ 厳美15民区 （一関）

７｜企業紹介｜ 有限会社酒井瓦工業 （花泉）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊼ 「変わり目」にご用心

９｜センターの自由研究｜ 末裔調査ファイル№５ 「千葉胤秀」

一関市大東町の「猿沢地区振興

会」では、一関市を拠点に活動する

「G・B Pop Jazzオーケストラ」による

「猿沢サマーコンサート」を開催します。

昭和歌謡曲、アニメソング、ジャズなど

12曲程度を演奏予定。詳しくは下記

まで。

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２４年７月１４日(日)

１３時３０分～１４時３０分

※１３時開場

出演者出演者出演者出演者：G・B Pop Jazz オーケストラ

会場会場会場会場：猿沢伝承交流館

(一関市大東町猿沢板倉７３)

定員定員定員定員：制限なし／誰でも入場可

入場料入場料入場料入場料：無料

主催主催主催主催・・・・問合問合問合問合：０１９１-４８-３３６６

(猿沢地区振興会)

参加費参加費参加費参加費：無料

活動場所活動場所活動場所活動場所：一関市小梨体育館

(一関市千厩町小梨堂ヶ崎)

活動日活動日活動日活動日：毎週水曜日

活動時間活動時間活動時間活動時間：１９時～２１時

持持持持ちちちち物物物物などなどなどなど：

運動しやすい服装、靴でご参加ください。

問合問合問合問合：０１９１-５２-５５３２(代表・渡邊)

日時日時日時日時 ：２０２４年６月２３日(日)

１０時開演(９時３０分開場)

場所場所場所場所：一関文化センター 大ホール

入場料入場料入場料入場料：１,３００円(当日券１,５００円)

主催主催主催主催：みやびの会(わらび会・松美会・菊

燿会・徳寿美会・鶴升会・梅寿会・美咲

会・森扇会・五百枝会)

問合問合問合問合：０１９１-２１-２１２１

(一関文化センター)

開催日時開催日時開催日時開催日時：毎月第３日曜日

１０時～１５時

※他事業と重なった場合、開催できない場合

もあります。事前にご確認ください。

場所場所場所場所：川崎防災センター

(一関市川崎町薄衣字如来地１００-１)

問合問合問合問合:０１９１-３６-５６６６ ※火～日曜

(NPO法人北上川サポート協会)

今月の表紙

東光山観福寺(一関市舞川)の観音堂には、

色鮮やかな天井画や壁画のほか、明治34年に

奉納された「算額」があります。

市内には約70面の算額が現存しており、難問解答の神仏

への感謝、学力誇示や自派のアピール、研究発表の手段、

師の恩・賀寿（長寿祝い）や免許皆伝等の記念、門人の研

鑽奨励など、様々な理由から、人が多く集まる寺社に奉納

されたようです。(自由研究)



地域の「気になる人」を対談でご紹介
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べ

て

便

利

に

な

っ

た

ね

」

と

市

民

が

感

じ

る

こ

と

を

、

目

指

す

べ

き

姿

に

設

定

し

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

な

る

ほ

ど

。

計

画

の

２

年

目

に

あ

た

り

ま

す

が

、

こ

れ

ま

で

の

取

組

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

市

民

生

活

に

関

係

す

る

部

分

と

し

て

は

、

庁

内

窓

口

に

非

接

触

型

レ

ジ

を

導

入

し

ま

し

た

。

お

金

の

間

違

い

や

、

職

員

の

負

担

を

減

ら

す

た

め

の

導

入

で

す

。

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

の

機

能

も

搭

載

で

き

る

の

で

す

が

、

市

役

所

窓

口

で

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

の

需

要

が

不

明

確

な

の

で

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

に

は

ま

だ

使

用

し

て

い

ま

せ

ん

。

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

を

利

用

す

る

と

、

提

携

業

者

へ

の

手

数

料

が

発

生

し

、

税

金

を

使

う

こ

と

に

な

る

の

で

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

導

入

で

恩

恵

を

受

け

る

人

の

数

を

考

え

、

費

用

対

効

果

に

つ

い

て

研

究

し

て

い

る

状

況

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

住

民

票

や

戸

籍

謄

本

を

取

り

に

い

く

時

に

は

、

現

金

を

用

意

し

て

い

き

ま

す

ね

。

先

入

観

の

問

題

か

も

し

れ

ま

せ

ん

け

ど

…
…

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

住

民

票

や

印

鑑

登

録

証

明

書

に

関

し

て

は

、

市

役

所

の

窓

口

に

来

る

よ

り

も

コ

ン

ビ

ニ

交

付

の

方

が

便

利

で

す

。

市

外

で

も

取

れ

ま

す

し

、

待

ち

時

間

も

な

く

、

６

時

半

か

ら

23

時

ま

で

利

用

可

能

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

し

た

市

民

向

け

サ

ー

ビ

ス

の

拡

充

も

Ｄ

Ｘ

化

の

恩

恵

の

一

つ

と

考

え

て

良

い

ん

で

し

ょ

う

か

？

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

そ

う

で

す

ね

。

Ｄ

Ｘ

化

は

単

に

「

デ

ジ

タ

ル

化

」

で

は

な

く

、

仕

事

の

や

り

方

や

仕

組

み

を

変

え

て

い

く

こ

と

で

、

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

側

も

、

受

け

る

側

も

、

お

互

い

に

便

利

に

な

る

こ

と

が

大

事

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

行

か

な

く

て

も

済

む

市

役

所

」

の

取

組

は

全

国

的

に

も

増

え

て

い

ま

す

よ

ね

。

行

政

職

員

も

職

員

数

が

減

っ

て

い

く

中

で

、

住

民

課

題

が

多

様

化

し

、

従

来

の

仕

組

み

で

は

対

応

で

き

な

い

。

行

政

職

員

の

業

務

が

減

り

、

住

民

に

と

っ

て

も

便

利

に

な

る

こ

と

が

Ｄ

Ｘ

の

大

前

提

で

す

ね

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

「

デ

ジ

タ

ル

化

」

が

目

的

で

は

な

く

「

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

(

変

革

)

」

が

重

要

で

あ

り

、

そ

の

た

め

の

手

段

の

一

つ

に

「

デ

ジ

タ

ル

の

活

用

」

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

例

え

ば

地

域

の

事

例

で

い

く

と

、

情

報

共

有

の

手

段

と

し

て

ア

プ

リ

や

グ

ル

ー

プ

ウ

ェ

ア

を

活

用

し

始

め

た

自

治

会

が

市

内

に

も

あ

り

ま

す

。

戸

数

の

減

少

に

よ

り

家

と

家

の

距

離

が

あ

き

、

回

覧

板

の

受

け

渡

し

が

大

変

に

な

っ

て

き

た

こ

と

で

、

回

覧

板

の

電

子

化

を

検

討

す

る

動

き

も

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

回

覧

板

に

つ

い

て

は

、

電

子

化

ま

で

い

か

な

く

て

も

、

回

覧

の

順

番

を

変

え

る

こ

と

で

、

届

け

に

行

く

こ

と

が

厳

し

い

も

楽

に

な

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

そ

ん

な

小

さ

な

「

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

」

が

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

幼

保

施

設

な

ど

も

ま

だ

ま

だ

ア

ナ

ロ

グ

な

部

分

が

多

い

で

す

よ

ね

。

毎

月

の

小

銭

も

含

む

集

金

袋

が

辛

い

、

と

か

(

笑

)

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

私

立

や

公

立

の

幼

保

施

設

は

施

設

間

の

差

が

大

き

い

よ

う

で

す

ね

。

全

て

口

座

引

落

と

し

の

施

設

も

あ

る

よ

う

で

す

し

、

お

昼

寝

コ

ッ

ト

を

導

入

し

て

、

お

昼

寝

の

環

境

を

変

え

る

こ

と

で

、

保

護

者

の

負

担

が

大

き

い

「

お

昼

寝

布

団

の

持

ち

帰

り

」

を

な

く

し

た

、

な

ど

、

既

存

の

仕

組

み

を

見

直

し

て

、

負

担

を

軽

減

す

る

必

要

性

は

、

行

政

に

限

ら

ず

、

身

近

に

様

々

あ

る

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

Ｄ

Ｘ

を

含

め

仕

組

み

の

改

革

に

は

、

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革

が

不

可

欠

な

の

で

、

「

大

き

な

お

布

団

を

抱

え

て

の

送

迎

に

ス

ト

レ

ス

を

感

じ

て

い

た

親

が

、

保

育

園

の

お

昼

寝

環

境

を

変

え

た

だ

け

で

こ

ん

な

に

楽

に

な

り

ま

し

た

。

園

と

し

て

も

個

別

の

布

団

管

理

の

負

担

が

減

り

、

効

率

化

さ

れ

ま

し

た

」

の

よ

う

に

、

ユ

ー

ザ

ー

側

と

事

業

所

側

の

双

方

に

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

効

率

化

事

例

で

解

説

さ

れ

る

と

気

づ

き

や

す

い

で

す

ね

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

効

率

化

を

図

る

際

に

気

を

付

け

た

い

の

が

費

用

対

効

果

で

す

。

当

市

で

も

数

年

前

ま

で

は

、

多

額

の

費

用

を

か

け

て

「

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

」

と

い

う

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

が

、

今

は

３

年

も

す

れ

ば

新

た

な

技

術

が

誕

生

し

、

す

ぐ

に

「

古

い

技

術

」

に

な

っ

て

し

ま

う

時

代

で

す

。

今

は

、

い

わ

ゆ

る

サ

ブ

ス

ク

の

よ

う

に

、

定

額

の

利

用

料

を

支

払

っ

て

シ

ス

テ

ム

を

利

用

す

る

と

い

う

考

え

方

に

変

え

、

時

代

や

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

て

、

利

用

す

る

シ

ス

テ

ム

を

切

り

替

え

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

デ

ジ

タ

ル

化

さ

れ

て

も

、

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

さ

れ

な

け

れ

ば

意

味

が

な

い

で

す

か

ら

ね

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

現

行

の

行

政

シ

ス

テ

ム

は

、

戸

籍

の

シ

ス

テ

ム

、

住

民

票

の

シ

ス

テ

ム

、

税

の

シ

ス

テ

ム

、

な

ど

、

縦

割

り

に

な

っ

て

い

る

こ

と

が

多

い

で

す

。

そ

こ

で

、

横

の

連

携

が

と

れ

る

よ

う

に

、

「

シ

ス

テ

ム

の

標

準

化

」

と

言

っ

て

、

国

が

仕

様

書

を

作

り

、

そ

の

仕

様

書

に

則

っ

て

全

国

ど

こ

で

も

同

じ

シ

ス

テ

ム

・

流

れ

で

処

理

で

き

る

よ

う

に

、

各

自

治

体

が

令

和

７

年

度

末

ま

で

に

シ

ス

テ

ム

を

改

修

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

行

政

窓

口

で

の

縦

割

り

手

続

き

が

変

わ

れ

ば

、

市

民

だ

け

で

な

く

、

職

員

も

楽

に

な

り

そ

う

で

す

ね

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

例

え

ば

職

員

の

業

務

量

が

減

り

、

勤

務

時

間

が

短

く

な

る

こ

と

は

、

内

部

の

話

に

見

え

て

、

結

果

と

す

れ

ば

税

金

等

の

使

途

に

関

わ

っ

て

く

る

の

で

、

間

接

的

に

は

市

民

に

も

還

元

さ

れ

て

い

き

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

効

率

化

を

図

る

」

と

い

う

こ

と

へ

の

意

識

を

高

め

る

こ

と

が

、

ど

ん

な

分

野

に

お

い

て

も

必

要

な

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

２

/ 106,624

二言

三言

「効率化」の先にあるもの「効率化」の先にあるもの「効率化」の先にあるもの「効率化」の先にあるもの

～目指すものは「～目指すものは「～目指すものは「～目指すものは「ⅮⅮⅮⅮ」ではなく「Ｘ」」ではなく「Ｘ」」ではなく「Ｘ」」ではなく「Ｘ」【【【【前編前編前編前編】】】】～～～～

一関市市長公室政策企画課ＤＸ推進係 ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

※１ マイナンバーカード(利用者証明用電子証明書がついているもの)を利用して、住民票の写しなど各種証明書が全国の指定コンビニ等で取得できる

サービス。市内では、セブン-イレブン、ファミリーマート、ローソン、ミニストップ、イオン等(マルチコピー機を設置している店舗に限る)。

利用時間は６時半から23時まで(イオンは営業時間内)で、12月29日から１月３日を除いて利用可能。

※２ 社内やグループ内での業務を効率化し、社員(メンバー)同士のコミュニケーションを円滑にするための機能が組み込まれたソフトウェア。スケジュール

管理、掲示板やチャット、ファイル共有等の機能が含まれる。

※３ 乳幼児用の簡易ベッド。メッシュなどの通気性の良い素材でできており、敷布団が不要。保護者はタオルケット等を用意するのみで良い。

※４ サブスクリプションの略。月額や年額など定期的に定額料金を支払うことで、一定期間、商品やサービスを利用できる仕組みのこと。

令和５年度より、総務部総務課から市長公室政策

企画課に配置転換となり、令和５年３月策定の「一

関市ＤＸ推進計画」に基づくＤＸ推進業務を担う。

※ＤＸの推進においては、最高情報統括責任者(副市長)

を本部長とした「一関市ＤＸ推進本部会議」が設置され

ており、同会議と各課との間に入るのがＤＸ推進係。

※

１

※

２

一関市 市長公室

179

※

４

【

後

編

に

続

く

】

生成AIによって作成された「コンビニで住民票を取得する

人」のイメージイラスト。一関市では生成AIによるチャッ

トボットを全国の自治体に先駆けて市HPに導入した。

※

３

ディーエックス

政策企画課 DX推進係



住所：一関市千厩町磐清水字下向120

TEL：0191-52-5532(代表・渡邊)

左の写真：「第35回梅の里バスケットボール交流大会」

での集合写真(令和６年４月)

き

が

少

な

く

、

チ

ー

ム

数

も

減

っ

て

お

り

、

社

会

人

で

バ

ス

ケ

を

続

け

て

い

く

こ

と

の

難

し

さ

を

感

じ

ま

す

ね

」

と

続

け

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

も

、

大

会

開

催

含

め

、

活

動

を

続

け

て

き

た

の

は

「

地

元

に

戻

っ

て

き

た

人

が

バ

ス

ケ

を

し

た

い

と

思

っ

た

と

き

に

、

受

け

入

れ

て

あ

げ

ら

れ

る

場

所

を

提

供

し

続

け

た

い

」

と

い

う

想

い

か

ら

で

し

た

。

「

初

心

者

も

経

験

者

も

、

楽

し

く

一

緒

に

バ

ス

ケ

を

し

た

い

と

い

う

想

い

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

」

と

話

す

通

り

、

未

就

学

児

(

渡

邊

さ

ん

の

孫

)

か

ら

60

代

ま

で

、

幅

広

い

年

代

が

定

期

練

習

に

参

加

し

て

い

ま

す

。

東

日

本

大

震

災

後

の

数

年

間

は

、

災

害

復

旧

の

仕

事

(

土

木

関

係

)

で

来

て

い

た

山

口

県

や

島

根

県

の

人

た

ち

が

同

会

の

活

動

(

練

習

)

に

参

加

し

て

い

た

こ

と

も

。

「

た

だ

で

さ

え

他

県

か

ら

復

旧

の

た

め

に

来

て

く

れ

た

こ

と

に

感

謝

の

気

持

ち

で

い

っ

ぱ

い

な

の

に

、

バ

ス

ケ

が

出

来

る

所

を

探

し

て

こ

の

チ

ー

ム

に

来

て

く

れ

た

こ

と

が

嬉

し

か

っ

た

」

と

、

渡

邊

さ

ん

は

当

時

を

振

り

返

り

、

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

「

梅

の

里

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

交

流

大

会

」

は

年

２

回

、

４

月

と

12

月

に

開

催

。

同

会

が

主

体

と

な

り

な

が

ら

も

、

審

判

や

試

合

運

営

に

欠

か

せ

な

い

Ｔ

Ｏ

(

テ

ー

ブ

ル

オ

フ

ィ

シ

ャ

ル

ズ

)

は

参

加

者

で

行

い

ま

す

。

大

会

参

加

規

程

に

も

、

試

合

の

サ

ポ

ー

ト

は

各

チ

ー

ム

で

行

う

こ

と

を

明

記

し

、

加

え

て

「

『

交

流

大

会

』

の

名

の

も

と

、

１

試

合

を

10

分

×

２

ク

ォ

ー

タ

ー

に

す

る

こ

と

で

、

よ

り

多

く

の

チ

ー

ム

と

試

合

を

す

る

こ

と

に

重

点

を

置

い

て

い

ま

す

」

と

、

大

会

運

営

の

工

夫

を

同

会

の

競

技

委

員

長

で

あ

る

菊

地

博

幸

さ

ん

が

語

り

ま

す

。

以

前

は

部

門

分

け

も

し

て

お

り

、

高

校

生

チ

ー

ム

な

ど

も

合

わ

せ

る

と

、

こ

れ

ま

で

参

加

し

た

チ

ー

ム

数

は

17

年

間

で

40

以

上

。

参

加

団

体

が

固

定

化

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

こ

と

が

分

か

り

ま

す

。

大

会

参

加

者

か

ら

も

、

「

色

々

な

人

と

交

流

で

き

、

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

で

も

他

の

チ

ー

ム

の

人

と

つ

な

が

る

こ

と

が

で

き

た

」

「

交

流

大

会

が

あ

る

か

ら

バ

ス

ケ

を

続

け

て

こ

れ

た

」

な

ど

の

声

が

聞

か

れ

、

「

全

員

参

加

の

大

会

運

営

」

が

、

一

関

市

に

お

け

る

バ

ス

ケ

の

輪

を

広

げ

て

い

ま

す

。

「

当

会

に

は

バ

ス

ケ

初

心

者

も

い

れ

ば

、

ト

レ

ー

ナ

ー

と

し

て

国

体

の

サ

ポ

ー

ト

を

し

て

い

る

人

、

車

椅

子

バ

ス

ケ

の

審

判

資

格

保

有

者

な

ど

、

幅

広

く

バ

ス

ケ

に

関

わ

る

人

が

い

る

こ

と

も

チ

ー

ム

の

魅

力

で

す

」

と

渡

邊

さ

ん

。

「

大

会

の

中

で

、

高

校

生

に

は

一

般

の

部

の

レ

ベ

ル

の

高

い

プ

レ

ー

を

経

験

し

て

も

ら

い

、

大

人

に

は

横

の

交

流

を

楽

し

ん

で

も

ら

う

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

に

大

会

参

加

の

意

義

を

見

出

し

て

も

ら

い

、

バ

ス

ケ

を

通

し

た

居

場

所

づ

く

り

に

な

れ

ば

」

と

続

け

、

孫

の

代

ま

で

続

く

活

動

を

目

指

し

ま

す

。

菊地菊地菊地菊地 博幸博幸博幸博幸さんさんさんさん

代表の渡邊さんと職場

が一緒だった縁で、

チーム結成当初から活

動。審判資格を有して

いることから、競技委

員長を務めています。

渡邊渡邊渡邊渡邊 修修修修さんさんさんさん

チーム結成のきっかけ

となった長男のほか、

長女も同会でバスケを

しており、見事に夢を

実現！次は孫と３世代

でバスケを楽しむこと

が目標です。

令

和

６

年

４

月

14

日

、

一

関

市

立

千

厩

中

学

校

体

育

館

に

、

高

校

生

か

ら

大

人

ま

で

、

１

０

０

人

を

超

え

る

人

々

が

集

ま

り

、

第

35

回

目

(

17

年

目

)

と

な

る

「

梅

の

里

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

交

流

大

会

」

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

関

市

内

外

か

ら

男

子

８

チ

ー

ム

、

女

子

６

チ

ー

ム

が

参

加

。

高

校

生

の

参

加

も

あ

り

、

「

第

１

回

大

会

が

開

催

さ

れ

た

年

に

生

ま

れ

た

現

高

校

生

が

今

日

こ

の

大

会

に

一

緒

に

参

加

し

て

も

ら

え

た

と

い

う

の

が

感

慨

深

い

」

と

、

同

大

会

を

主

催

す

る

「

磐

清

水

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

ク

ラ

ブ

『

Ｔ

Ｅ

Ａ

Ｍ

Ｗ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｅ

』

」

代

表

の

渡

邊

修

さ

ん

は

目

を

細

め

ま

す

。

同

会

の

母

体

と

な

る

チ

ー

ム

が

結

成

さ

れ

た

の

は

昭

和

61

年

。

中

学

、

高

校

と

バ

ス

ケ

部

だ

っ

た

渡

邊

さ

ん

が

、

長

男

の

誕

生

を

機

に

「

健

康

づ

く

り

の

た

め

と

、

自

分

の

息

子

と

同

じ

コ

ー

ト

で

バ

ス

ケ

を

し

た

い

」

と

い

う

想

い

か

ら

、

当

時

勤

め

て

い

た

会

社

の

有

志

で

チ

ー

ム

を

結

成

。

チ

ー

ム

の

メ

ン

バ

ー

や

名

称

は

変

化

し

な

が

ら

も

活

動

は

続

き

、

平

成

17

年

、

社

会

教

育

関

係

団

体

と

し

て

登

録

す

る

こ

と

を

機

に

、

現

在

の

名

称

に

変

更

し

ま

し

た

。

長

年

活

動

拠

点

と

し

て

き

た

一

関

市

磐

清

水

体

育

館

が

、

耐

震

強

度

の

問

題

で

使

用

で

き

な

く

な

っ

た

た

め

、

令

和

４

年

12

月

か

ら

は

一

関

市

小

梨

体

育

館

で

活

動

し

て

い

ま

す

が

、

同

会

の

ル

ー

ツ

は

磐

清

水

に

あ

る

こ

と

を

、

チ

ー

ム

名

が

表

し

て

い

ま

す

。

近

年

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

日

本

代

表

の

目

覚

ま

し

い

活

躍

も

あ

り

、

日

本

全

体

で

盛

り

上

が

り

を

見

せ

る

バ

ス

ケ

で

す

が

、

「

地

方

で

は

練

習

場

所

や

チ

ー

ム

数

な

ど

の

課

題

が

あ

り

ま

す

」

と

、

渡

邊

さ

ん

。

「

市

内

に

も

ミ

ニ

バ

ス

や

学

生

の

ク

ラ

ブ

チ

ー

ム

が

あ

り

、

子

ど

も

た

ち

が

バ

ス

ケ

を

す

る

機

会

は

そ

れ

な

り

に

あ

り

ま

す

。

し

か

し

社

会

人

に

関

し

て

は

、

以

前

は

市

内

で

も

様

々

な

大

会

や

交

流

試

合

が

開

催

さ

れ

て

い

た

も

の

の

、

現

在

は

そ

う

し

た

動

３４

団体

紹介

磐清水磐清水磐清水磐清水バスケットボールクラブバスケットボールクラブバスケットボールクラブバスケットボールクラブ「「「「TEAMTEAMTEAMTEAM

WATANABE(WATANABE(WATANABE(WATANABE(チームワタナベチームワタナベチームワタナベチームワタナベ))))」」」」

一関市千厩町磐清水地域はじめ、一関市

内の高校生、社会人等のバスケットボール

の技術向上と、チームの親睦を図る目的で

活動中。毎週１回の定期練習のほか、年２

回「梅の里バスケットボール交流大会」を

開催。現在の活動人数は約20人。

競

技

競

技

競

技

競

技

ス

ポ

ー

ツ

を

ス

ポ

ー

ツ

を

ス

ポ

ー

ツ

を

ス

ポ

ー

ツ

を

、、、、

生

涯

生

涯

生

涯

生

涯

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

も

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

も

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

も

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

も

１

人

の

父

親

の

夢

が

、

年

２

回

の

交

流

大

会

に

発

展

- Photo gallery -gallery -

交

流

大

会

交

流

大

会

交

流

大

会

交

流

大

会

のののの

様

子

様

子

様

子

様

子

②②②②

参

加

チ

ー

ム

全

員

で

、

大

会

準

備

、

試

合

運

営

、

片

づ

け

を

行

い

ま

す

。

試

合

に

欠

か

せ

な

い

「

Ｔ

Ｏ

」

も

、

空

い

て

い

る

チ

ー

ム

で

分

担

。

交

流

大

会

交

流

大

会

交

流

大

会

交

流

大

会

のののの

様

子

様

子

様

子

様

子

①①①①

試

合

前

に

は

各

チ

ー

ム

の

監

督

に

集

ま

っ

て

も

ら

い

、

自

チ

ー

ム

の

試

合

だ

け

で

な

く

、

試

合

運

営

に

関

わ

っ

て

も

ら

う

こ

と

を

再

確

認

し

ま

す

。

団

結

力

団

結

力

団

結

力

団

結

力

のののの

秘

訣

秘

訣

秘

訣

秘

訣

チ

ー

ム

の

親

睦

を

深

め

る

た

め

、

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

企

画

し

て

、

笑

顔

の

絶

え

な

い

チ

ー

ム

運

営

を

心

が

け

て

い

ま

す

。

練

習

時

練

習

時

練

習

時

練

習

時

のののの

集

合

写

真

集

合

写

真

集

合

写

真

集

合

写

真

毎

週

水

曜

日

に

定

期

練

習

を

し

て

お

り

、

他

チ

ー

ム

に

所

属

す

る

人

も

参

加

可

能

。

様

々

な

年

代

(

下

は

５

歳

！

)

が

一

緒

に

練

習

し

ま

す

。

Ｑ.あなたにとって同会の存在は？

代表代表代表代表 競技委員長競技委員長競技委員長競技委員長

参

加

チ

ー

ム

も

総

出

の

試

合

運

営

で

さ

ら

な

る

交

流

に

わたなべ おさむ きくち ひろゆき

Ａ.みんなで笑顔
Ａ.欠かせない時間

世代を越えた仲間

「

バ

ス

ケ

が

で

き

る

」

と

い

う

安

心

感

と

励

み

を

提

供

磐清水バスケットボールクラブ

「TEAM WATANABE」※

ゲ

ー

ム

を

円

滑

に

運

営

す

る

た

め

、

審

判

と

協

力

し

、

ス

コ

ア

ラ

ー

、

ア

シ

ス

タ

ン

ト

ス

コ

ア

ラ

ー

、

タ

イ

マ

ー

、

シ

ョ

ッ

ト

ク

ロ

ッ

ク

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

の

主

に

４

つ

の

役

割

を

担

う

。

※



振

り

返

り

つ

つ

も

、

「

今

で

は

参

加

す

る

人

が

少

な

く

な

り

、

盆

踊

り

も

い

つ

の

間

に

か

開

催

し

な

く

な

り

、

あ

の

頃

の

よ

う

な

活

気

を

取

り

戻

す

の

は

難

し

い

で

す

ね

」

と

寂

し

気

に

続

け

ま

す

。

環

境

整

備

が

主

な

事

業

で

あ

る

同

民

区

で

す

が

、

「

小

猪

岡

お

茶

っ

こ

飲

み

会

(

元

気

い

き

い

き

サ

ロ

ン

)

」

や

「

小

猪

岡

老

人

ク

ラ

ブ

」

な

ど

、

交

流

を

図

る

事

業

は

小

猪

岡

地

区

と

し

て

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

民

生

児

童

委

員

の

佐

藤

康

子

さ

ん

は

、

「

10

年

ほ

ど

前

ま

で

は

新

年

会

も

小

猪

岡

地

区

と

し

て

行

っ

て

い

ま

し

た

が

、

参

加

者

が

高

齢

化

し

、

移

動

が

難

し

い

な

ど

の

理

由

か

ら

、

今

で

は

行

っ

て

い

ま

せ

ん

。

ほ

と

ん

ど

の

住

民

が

昔

か

ら

こ

の

土

地

に

住

ん

で

い

る

の

で

、

つ

な

が

り

は

強

い

と

感

じ

て

い

ま

す

が

、

交

流

の

機

会

が

な

い

と

、

さ

ら

に

家

か

ら

出

て

こ

な

く

な

る

の

で

は

な

い

か

と

心

配

し

て

い

ま

す

。

今

あ

る

交

流

事

業

は

大

事

に

し

て

い

き

た

い

で

す

」

と

話

し

ま

す

。

12

月

～

３

月

の

農

閑

期

に

活

動

し

て

い

る

「

小

猪

岡

女

子

会

」

は

小

猪

岡

地

区

の

女

性

た

ち

が

料

理

や

編

み

物

等

を

通

し

て

交

流

を

楽

し

む

会

で

す

。

女

子

会

は

「

女

性

た

ち

だ

け

で

何

か

楽

し

い

こ

と

が

で

き

な

い

か

」

と

考

え

、

10

年

ほ

ど

前

に

立

ち

あ

げ

ま

し

た

。

当

初

は

５

人

に

も

満

た

な

か

っ

た

参

加

者

で

す

が

、

徐

々

に

人

数

が

増

え

、

今

で

は

各

回

12

人

ほ

ど

が

参

加

し

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

も

女

子

会

参

加

者

の

一

人

で

、

「

Ｐ

Ｐ

バ

ン

ド

(

ポ

リ

プ

ロ

ピ

レ

ン

素

材

の

バ

ン

ド

)

を

用

い

た

か

ご

バ

ッ

グ

の

作

り

方

な

ど

、

一

関

市

厳

美

市

民

セ

ン

タ

ー

で

実

施

し

て

い

る

教

室

に

女

子

会

参

加

者

が

参

加

し

、

そ

こ

で

学

ん

だ

も

の

を

教

え

て

い

ま

す

。

み

ん

な

が

先

生

み

た

い

な

も

の

で

す

」

と

笑

顔

で

話

し

ま

す

。

女

子

会

は

午

前

中

か

ら

始

ま

り

、

お

昼

を

挟

ん

で

、

夕

食

の

準

備

が

始

ま

る

前

(

15

時

頃

)

ま

で

活

動

し

ま

す

。

参

加

者

そ

れ

ぞ

れ

が

自

慢

の

料

理

や

お

や

つ

な

ど

を

持

ち

寄

り

、

「

こ

の

お

浸

し

の

具

材

は

何

？

」

「

こ

の

煮

物

の

味

付

け

は

ど

う

や

っ

た

の

？

」

と

い

っ

た

会

話

が

溢

れ

、

手

芸

だ

け

で

な

く

、

様

々

な

情

報

交

換

の

場

と

し

て

機

能

し

て

い

ま

す

。

令

和

３

年

に

は

一

関

市

社

会

福

祉

協

議

会

の

「

２

０

２

１

年

度

幸

せ

感

じ

る

地

域

の

暮

ら

し

事

業

」

の

一

環

で

、

小

猪

岡

地

区

で

試

験

的

に

移

動

販

売

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

試

験

中

は

、

地

区

内

の

小

猪

岡

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ハ

ウ

ス

と

下

小

猪

岡

公

民

館

の

２

か

所

を

回

っ

て

い

ま

し

た

が

、

試

験

期

間

終

了

後

は

、

利

用

率

が

高

か

っ

た

下

小

猪

岡

公

民

館

に

絞

り

、

現

在

で

も

毎

月

第

１

・

第

３

木

曜

日

に

移

動

販

売

が

来

て

い

ま

す

。

「

単

独

の

区

だ

け

で

活

動

す

る

の

は

難

し

い

で

す

が

、

小

猪

岡

全

体

で

取

り

組

め

ば

、

な

ん

と

か

な

る

よ

う

に

感

じ

ま

す

」

と

話

す

小

松

さ

ん

。

小

猪

岡

村

の

地

縁

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

支

え

合

う

た

め

の

「

交

流

」

を

続

け

て

い

き

ま

す

。

厳

美

15

民

区

は

旧

小

猪

岡

村

に

位

置

し

、

小

猪

岡

村

は

、

水

山

村

(

現

在

の

瑞

山

地

区

)

と

と

も

に

猪

岡

村

の

端

郷

で

し

た

。

小

猪

岡

村

は

、

現

在

は

上

小

猪

岡

と

下

小

猪

岡

に

分

か

れ

、

同

民

区

は

上

小

猪

岡

に

属

し

ま

す

。

隣

接

す

る

厳

美

14

民

区

が

下

小

猪

岡

で

、

２

つ

を

合

わ

せ

て

「

小

猪

岡

地

区

」

と

地

元

で

は

呼

ん

で

い

ま

す

。

同

民

区

と

し

て

の

取

り

組

み

は

、

春

・

秋

の

一

斉

清

掃

と

、

受

託

す

る

県

道

49

号

(

栗

駒

平

泉

線

)
の

草

刈

り

な

ど

で

す

が

、

40

年

以

上

前

か

ら

開

催

さ

れ

て

い

る

厳

美

体

育

協

会

本

寺

支

部

が

主

催

す

る

本

寺

地

区

民

運

動

会

(

コ

ロ

ナ

禍

で

休

止

中

)

に

も

参

加

し

、

こ

れ

ま

で

上

位

入

賞

を

果

た

し

て

き

ま

し

た

。

区

長

の

小

松

馨

さ

ん

は

、

「

民

区

と

し

て

の

行

事

は

少

な

い

で

す

が

、

人

が

少

な

い

民

区

だ

か

ら

こ

そ

住

民

の

顔

や

人

と

な

り

は

把

握

し

や

す

い

で

す

」

と

話

す

一

方

で

、

高

齢

化

や

単

身

世

帯

の

増

加

、

進

学

や

結

婚

を

機

に

地

元

を

離

れ

る

若

者

な

ど

の

問

題

が

顕

在

化

し

、

さ

ら

に

は

５

年

前

に

比

べ

る

と

10

戸

以

上

が

減

少

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

「

こ

れ

ま

で

通

り

の

種

目

数

だ

と

、

地

区

民

運

動

会

へ

の

参

加

が

今

後

は

難

し

い

か

も

し

れ

な

い

」

と

不

安

を

口

に

し

ま

す

。

小

猪

岡

地

区

に

は

、

「

恋

の

岡

青

年

会

」

が

あ

り

ま

す

。

小

松

さ

ん

の

祖

父

の

代

か

ら

存

在

し

て

い

た

と

い

う

青

年

会

は

、

小

猪

岡

地

区

の

盆

踊

り

大

会

の

企

画

・

運

営

ほ

か

、

地

区

民

運

動

会

後

の

懇

親

会

の

準

備

等

も

任

せ

ら

れ

て

い

た

と

言

い

ま

す

。

青

年

会

の

人

数

が

多

く

な

り

、

年

齢

幅

が

出

て

く

る

と

、

40

代

～

50

代

の

人

を

対

象

と

し

た

「

明

友

会

」

を

平

成

４

年

頃

に

結

成

し

ま

し

た

(

現

在

も

会

は

存

続

)

。

小

松

さ

ん

は

、

「

私

も

青

年

会

に

参

加

し

て

い

た

一

人

で

す

が

、

青

年

会

も

明

友

会

も

『

飲

み

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

』

が

メ

イ

ン

の

集

ま

り

で

、

歳

が

近

い

人

同

士

が

集

ま

れ

る

良

い

機

会

で

し

た

」

と

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

区長区長区長区長

小松小松小松小松 馨馨馨馨さんさんさんさん

１期２年目。消防団員

として34年活躍し、令

和５年度に退団。前区

長のサポートも得なが

ら民区運営に励んでい

ます。

佐藤佐藤佐藤佐藤 康子康子康子康子さんさんさんさん

厳美14・15区を担当す

る民生児童委員(１期

２年目)。サロンでは

毎回みんなが楽しみな

がら、健康づくりを推

進しています。

厳美15民区

５６

民

区

民

区

民

区

民

区

のののの

垣

根

垣

根

垣

根

垣

根

をををを

越越越越

え

て

え

て

え

て

え

て

民

区

と

し

て

の

主

な

活

動

は

環

境

整

備

- Photo gallery -gallery -

毎

月

第

毎

月

第

毎

月

第

毎

月

第

１１１１

・・・・

３３３３

木

曜

日

木

曜

日

木

曜

日

木

曜

日

はははは

北

上

市

か

ら

来

て

い

る

移

動

販

売

業

者

は

、

季

節

の

食

材

や

花

な

ど

を

揃

え

る

よ

う

に

意

識

。

地

元

の

お

母

さ

ん

た

ち

に

も

好

評

で

す

。

期

間

限

定

期

間

限

定

期

間

限

定

期

間

限

定

のののの

憩憩憩憩

い

の

い

の

い

の

い

の

場場場場

下

小

猪

岡

公

民

館

を

拠

点

に

、

12

月

～

３

月

の

木

曜

日

に

実

施

。

60

～

90

代

の

女

性

た

ち

が

楽

し

く

活

動

中

。

次

の

農

閑

期

が

楽

し

み

で

す

。

楽楽楽楽

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

介

護

予

防

介

護

予

防

介

護

予

防

介

護

予

防

年

８

回

行

わ

れ

る

サ

ロ

ン

は

、

20

人

ほ

ど

が

参

加

。

令

和

５

年

度

の

最

後

の

サ

ロ

ン

で

は

「

楽

し

か

っ

た

」

と

い

う

感

想

が

多

数

。

袋袋袋袋

をををを

片

手

片

手

片

手

片

手

に

ゴ

ミ

に

ゴ

ミ

に

ゴ

ミ

に

ゴ

ミ

拾拾拾拾

いいいい

令

和

６

年

４

月

の

春

の

一

斉

清

掃

で

は

、

32

人

が

参

加

。

小

猪

岡

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ハ

ウ

ス

手

前

～

宮

城

県

境

ま

で

を

、

班

ご

と

に

実

施

し

ま

す

。

地域

紹介

厳美厳美厳美厳美15151515民区民区民区民区((((厳美厳美厳美厳美))))

行政区は厳美15区。安良屋敷、前田、中上

(一部)、枛木立、落合、青笹の小字からなり、

33戸80人(５班体制)が暮らす。一関市厳美町

の本寺地区、宮城県栗原市と隣接し、磐井川

支流の小猪岡川が流れる中山間地域。

今

あ

る

交

流

事

業

を

大

切

に

自

分

た

ち

が

楽

し

み

な

が

ら

、

広

域

の

仕

組

み

づ

く

り

こまつ かおる さとう やすこ

Ａ.自然豊な集落です。 Ａ.笑顔でスッキリ

左の写真：「小猪岡女子会」の参加者(一部)

民生児童委員民生児童委員民生児童委員民生児童委員

一関

は

ご

う

※

※

平

成

29

年

に

閉

校

と

な

っ

た

旧

一

関

市

立

本

寺

中

学

校

を

会

場

と

し

て

使

用

。

本

寺

地

区

、

小

猪

岡

地

区

、

瑞

山

地

区

の

行

政

区

対

抗

で

実

施

。

こ

い

の

お

か



「

一

般

的

に

『

瓦

』

と

い

う

と

、

お

寺

な

ど

の

黒

い

瓦

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

方

が

多

い

と

思

い

ま

す

が

、

実

は

い

ろ

ん

な

種

類

が

あ

る

ん

で

す

よ

」

と

語

る

の

は

、

有

限

会

社

酒

井

瓦

工

業

３

代

目

代

表

の

酒

井

正

彦

さ

ん

で

す

。

瓦

職

人

の

祖

父

・

父

の

姿

を

見

て

育

ち

、

20

歳

の

時

に

は

職

人

と

し

て

屋

根

に

上

っ

て

い

た

そ

う

で

す

。

瓦

は

大

き

く

「

い

ぶ

し

瓦

」

と

「

陶

器

瓦

」

に

分

か

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

に

「

和

瓦

」

と

「

洋

瓦

」

が

あ

る

ほ

か

、

形

や

色

、

メ

ー

カ

ー

に

よ

っ

て

も

違

い

が

あ

り

、

同

社

が

取

扱

う

瓦

だ

け

で

も

百

数

種

類

に

も

及

ぶ

の

だ

と

か

。

「

間

取

り

等

に

も

よ

り

ま

す

が

、

昔

な

が

ら

の

日

本

家

屋

の

屋

根

に

は

３

千

～

５

千

枚

の

瓦

が

必

要

で

、

現

代

の

家

で

も

２

千

枚

は

必

要

。

昔

、

瓦

を

製

造

し

て

い

た

時

は

夜

通

し

で

焼

い

て

い

た

」

と

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

。

「

屋

根

に

は

、

茅

、

瓦

(

セ

メ

ン

ト

瓦

含

む

)

、

ト

タ

ン

、

ス

レ

ー

ト

な

ど

様

々

種

類

が

あ

り

ま

す

が

、

昭

和

30

年

代

以

降

、

茅

屋

根

の

リ

フ

ォ

ー

ム

が

進

み

、

昭

和

40

～

50

年

代

に

か

け

て

は

、

茅

屋

根

の

上

に

ト

タ

ン

屋

根

を

被

せ

る

と

い

う

手

法

の

施

工

も

多

く

あ

り

ま

し

た

。

高

度

成

長

期

に

は

家

の

建

替

え

・

新

築

が

増

え

、

瓦

や

ト

タ

ン

が

主

流

に

。

近

年

は

板

金

の

屋

根

材

も

多

く

開

発

さ

れ

、

軽

く

て

(

一

般

的

な

瓦

(

１

枚

約

３

㎏

)

の

約

７

分

の

１

)

丈

夫

な

石

付

鋼

板

屋

根

材

と

い

う

商

品

の

需

要

が

伸

び

て

き

て

い

る

と

こ

ろ

。

こ

の

よ

う

に

、

屋

根

材

は

ど

ん

ど

ん

変

化

し

続

け

て

い

る

が

、

職

人

の

手

仕

事

に

変

わ

り

は

な

い

。

『

酒

井

さ

ん

の

と

こ

ろ

の

屋

根

葺

き

は

や

っ

ぱ

り

職

人

技

だ

ね

』

と

言

っ

て

頂

け

る

こ

と

が

何

よ

り

の

励

み

に

な

る

」

と

、

目

を

細

め

ま

す

。

戦

後

、

日

本

国

有

鉄

道

(

現

Ｊ

Ｒ

)

の

路

線

拡

大

に

伴

い

、

蒸

気

機

関

車

か

ら

飛

び

散

る

火

花

に

よ

る

火

災

を

防

ぐ

た

め

、

線

路

沿

い

の

茅

葺

民

家

等

は

瓦

屋

根

材

等

へ

の

切

り

替

え

が

推

奨

さ

れ

ま

し

た

(

国

の

補

助

も

あ

り

)

。

そ

う

し

た

影

響

も

あ

り

、

「

当

時

は

各

村

に

１

軒

は

瓦

屋

が

あ

っ

た

」

の

だ

と

か

。

現

在

は

、

瓦

素

材

を

取

扱

い

、

施

工

ま

で

行

う

企

業

は

、

岩

手

県

内

で

４

社

、

市

内

で

は

同

社

の

み

で

す

。

「

和

風

家

屋

か

ら

洋

風

家

屋

に

変

化

し

た

こ

と

で

、

固

く

な

に

『

お

れ

は

瓦

屋

だ

。

純

粋

な

瓦

し

か

取

り

扱

わ

な

い

』

と

い

う

こ

だ

わ

り

を

持

ち

す

ぎ

る

と

、

ニ

ー

ズ

に

対

応

で

き

な

く

な

る

。

だ

か

ら

、

核

と

な

る

こ

だ

わ

り

は

持

ち

つ

つ

も

、

お

客

さ

ん

や

時

代

の

ニ

ー

ズ

に

合

う

メ

ー

カ

ー

と

の

つ

な

が

り

を

持

ち

、

新

し

い

情

報

も

取

り

入

れ

な

い

と

、

や

っ

て

い

け

な

い

」

と

、

現

実

を

受

け

止

め

な

が

ら

「

家

は

一

生

の

買

い

物

。

家

主

の

こ

だ

わ

り

に

職

人

の

こ

だ

わ

り

を

重

ね

て

、

そ

の

家

に

適

し

た

屋

根

素

材

を

選

ぶ

こ

と

が

大

事

」

と

、

屋

根

職

人

の

プ

ラ

イ

ド

を

見

せ

ま

す

。

同

社

の

従

業

員

13

人

の

内

９

人

が

職

人

(

瓦

屋

根

工

事

技

師

や

瓦

葺

き

２

級

技

能

士

等

の

資

格

保

有

者

含

む

)

と

し

て

現

場

に

出

向

き

、

外

国

人

技

能

実

習

生

の

受

け

入

れ

(

現

在

３

人

)

も

行

っ

て

い

ま

す

。

同

社

の

４

代

目

で

あ

る

長

男

も

瓦

の

本

場

で

あ

る

愛

知

県

で

修

業

し

帰

郷

。

親

子

４

代

に

渡

り

、

お

客

様

の

気

持

ち

に

寄

り

添

い

、

時

代

に

合

わ

せ

た

多

様

な

屋

根

施

工

全

般

に

対

応

し

な

が

ら

、

大

切

な

家

を

守

っ

て

い

き

ま

す

。

花泉

７

企業

紹介
葺き替え(リフォーム含む)、カバー工法、修理修繕、屋根塗装、ソーラーパ

ネル設置等、屋根施工全般を取り扱う。現代表・酒井正彦さん(３代目)の祖父

(新潟県の瓦葺職人)が、終戦後、宮城県で瓦やスレート屋根の需要が増えたこ

とにより、宮城県の企業で職人として従事(その際、縁あって花泉町清水原集落

に移住)し、昭和30年に独立・創業。昭和34年頃には現在地に移転し、地元の土

で瓦の製造(窯焼き)から施工(瓦葺)まで一貫して対応。平成10年、３代目の就任

とともに法人化。物流の発展や、屋根材の多様化などを受け、自社瓦製造は撤

退するも、屋根施工全般という形で職人の育成に努めている。

大切大切大切大切なななな「「「「家家家家」」」」をををを守守守守るるるる、、、、重要重要重要重要なななな「「「「屋根屋根屋根屋根」」」」のののの専門家専門家専門家専門家

変

わ

り

続

け

る

屋

根

事

情

と

変

わ

ら

な

い

職

人

の

技

１

同社の施工事例。

DATA

〒029-3101

一関市花泉町字西鹿野37-１

TEL 0191-82-2535

FAX 0191-82-5693

HP https://www.sakai-kawara.co.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第63636363話話話話

今月のテーマ

近年では瓦素材の置物や瓦ク

ズの利用(防犯用)なども紹介。

瓦の種類について説明する３代

目代表の酒井正彦さん。

本来本来本来本来「「「「引き継ぐ引き継ぐ引き継ぐ引き継ぐ」」」」べきものとはべきものとはべきものとはべきものとは？？？？

地域企業の理念にせまります。

８

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

て

技

術

を

磨

く

地域運営の落とし穴
「変わり目」にご用心

２

３

47
有限会社酒井瓦工業

新年度も始まり、期待に満ちた日々と同時に「季節の変わり目でもあるのでご自愛ください」……なんて表現

を使ったりします。季節の変わり目には、気圧の変化や気温差があり、その変化に体が適応しようとエネルギー

を消耗することから、体調不良を引き起こしやすいと言われています。このことは、先人たちが１年の生活サイ

クルの経験から身につけた習慣であり、それを伝伝伝伝ええええ続続続続けてきているけてきているけてきているけてきているから当たり前のように気にしているのでしょ

う。

でも、「「「「組織組織組織組織のののの役役役役のののの変変変変わりわりわりわり目目目目((((改選期改選期改選期改選期))))だからだからだからだから注意注意注意注意しましょうしましょうしましょうしましょう」」」」とは、なかなか言わない、というか、聞いたこ

とがありません。「役を受けてくれる人が見つからない」という課題についての対策は必死に行うものの、いざ

次の役のなり手が見つかっても、単純な‘業務の引継ぎ’をするのみにとどまってしまいがちで、「「「「変変変変わりわりわりわり目目目目のののの

変化変化変化変化」」」」にににに対対対対するするするする意識意識意識意識は薄いのではないでしょうか。もしくはつなぐことができたという安堵感……？

こと‘‘‘‘業務業務業務業務のののの引継引継引継引継ぎぎぎぎ’’’’については、令和４年、市内の民区長・集落公民館長・自治会長に対し、引継ぎの現状

等に関するアンケート調査を実施したことがあるのですが、「書類を渡されただけ」「過去の資料などが入った

段ボールを渡された」「パソコンが使えないのにUSBで渡された」など、‘‘‘‘書類書類書類書類((((業務内容業務内容業務内容業務内容))))のののの引継引継引継引継ぎぎぎぎ’’’’が中心に

なっており、そのそのそのその役役役役のののの背景背景背景背景やややや位置位置位置位置づけづけづけづけ、、、、機能機能機能機能のののの伝達伝達伝達伝達がががが不十分不十分不十分不十分であることが分かりました。

こ

う

は

ん

これまでも何度か書きましたが、地域地域地域地域のののの「「「「役役役役」」」」についてについてについてについて知知知知らないらないらないらない住民住民住民住民がががが増増増増えてきているえてきているえてきているえてきているのも事実。とすると、

何も知らないところに突然頼まれても、拒否反応がでるのは仕方のないことだなと納得もしてしまうのです。

だからこそ、役役役役のののの変変変変わりわりわりわり目目目目にはにはにはには丁寧丁寧丁寧丁寧にににに説明説明説明説明しししし、、、、新役員新役員新役員新役員たちがたちがたちがたちが理解理解理解理解したしたしたした状態状態状態状態でででで、、、、具体的具体的具体的具体的なななな動動動動きをスタートさせたきをスタートさせたきをスタートさせたきをスタートさせた

いいいいものです。上部組織がある場合は、上部組織上部組織上部組織上部組織がががが時代時代時代時代にににに合合合合わせてわせてわせてわせて研修研修研修研修やややや説明説明説明説明のののの内容内容内容内容をををを見直見直見直見直してしてしてして、、、、よりよりよりより機能機能機能機能するよするよするよするよ

うにうにうにうに、、、、対応対応対応対応のののの変化変化変化変化もももも求求求求められるめられるめられるめられるでしょう。特に、「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体(RMO)(RMO)(RMO)(RMO)」」」」はははは、、、、市市市市のののの施策施策施策施策やややや設立設立設立設立のののの背景背景背景背景、、、、目指目指目指目指すすすす機能機能機能機能

などなどなどなど、、、、「「「「背景背景背景背景のののの引継引継引継引継ぎぎぎぎ」」」」がとてもがとてもがとてもがとても重要重要重要重要だと感じています。

しかし、最近は、改選期に次期区長(自治会長)が決まらなかったり、前任者の急逝などに対して後継者が見つ

からないなど、‘トップ不在’の期間を生んでしまったという地域も……。こうなってしまうと、地域内の情報

伝達や有事の際のネットワークも崩れてしまい、大変なことになると危惧してしまうのですが、それは、地域づ

くりに関わっている立場の視点であり、住民からしたら「特に大変な事態ではない」そうです。まさに個の時代

です。

私たちが季節の変わり目で体調を崩すように、地域も組織も、人の変わり目で体調を崩すことがあるのです。

役のなり手が見つからないのも体調不良です。特効薬がある訳ではないので、お医者さんに相談するように、みみみみ

んなでんなでんなでんなで相談相談相談相談しながらしながらしながらしながら、、、、変変変変わりわりわりわり目目目目をををを乗乗乗乗りりりり越越越越えていくようなえていくようなえていくようなえていくような処方処方処方処方を考えましょう。

輪番制というローカルルールが適用されている地域もあります

が、１～２年の輪番だと、どうしても「業務＝最低限こなす内

容」の引継ぎになってしまうようです。きっと始めのうちは、丁

寧に引継いでいたのだと思いますが、次から次に代が変わる度に、

伝言ゲーム状態で、引継ぎ内容が簡略化されていったのかもしれ

ません。

役の変わり目によって、組織の力も浮き沈みがあったりするの

は要注意ですよね。これまでは良かったのに、「人が変わってか

ら質が低下した」なんて言われるようになったら大問題です。

次次次次のののの〇〇委員〇〇委員〇〇委員〇〇委員、、、、〇班〇班〇班〇班とととと〇班〇班〇班〇班のののの順番順番順番順番だかだかだかだか
らららら、、、、よろしくよろしくよろしくよろしく！！！！ ちなみにちなみにちなみにちなみに、、、、自治会自治会自治会自治会のののの部会部会部会部会
にもにもにもにも自動的自動的自動的自動的にににに入入入入ることになるからねることになるからねることになるからねることになるからね。。。。

自治会自治会自治会自治会のののの役役役役をををを引継引継引継引継ぎするぎするぎするぎする

際際際際のののの苦労苦労苦労苦労やややや、、、、課題課題課題課題とととと感感感感じるじるじるじる

ことはありますかことはありますかことはありますかことはありますか？？？？

＜＜＜＜苦労苦労苦労苦労やややや課題課題課題課題のののの具体例具体例具体例具体例＞＞＞＞

・・・・引継引継引継引継ぐぐぐぐ内容内容内容内容がががが難難難難しい・しい・しい・しい・説明説明説明説明がががが不十分不十分不十分不十分 43434343％％％％

・・・・役役役役のなりのなりのなりのなり手手手手((((後任者後任者後任者後任者))))がいないがいないがいないがいない 42424242％％％％

あるあるあるある64646464％％％％

ＱＱＱＱ

ないないないない35353535％％％％

無回答無回答無回答無回答１１１１％％％％

令和４年７月～８月にいちのせき市民活動センターが行った「引継ぎ」の

現状等に関するアンケート結果(回答者117人)より



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
87878787

江戸時代に発達した日本独自の数学「「「「和算和算和算和算」」」」。江戸時代中期まで、名のある「和算

家」は江戸や上方の人でしたが、幕末幕末幕末幕末にはにはにはには地方地方地方地方にもにもにもにも優優優優れたれたれたれた和算家和算家和算家和算家がががが出現出現出現出現します。一関

市花泉町出身の「「「「千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀」」」」もその一人で、多くの弟子を育てました。当地域の偉人

そのものの功績もさることながら、その「末裔」を調査し、会いに行くシリーズ「末

裔調査ファイル」。第５弾は2025202520252025年年年年にににに生誕生誕生誕生誕250250250250年年年年を迎える「千葉胤秀」にスポットを

あてます。 ※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。

10 ９
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＜参考文献＞ 老松活性化同志会(1992)『ぐし祝いに寄せて』/一関市教育委員会(2020)『一関市指定有形文化財千葉胤秀旧宅状況調査報告書』/ 他

※掲載しきれなかった参考文献等は当センターホームページに記載しています。ご了承ください。

＆＆＆＆

安永４ 1775 現在の花泉町清水(流郷清水村)に生まれる。

20歳前後、梶山次俊のもと関流和算を本格的

に学び始める。

寛政13 1801

25歳、峠村(現花泉町老松)佐野屋敷、喜惣兵

衛(専太郎)の婿養子となる。女房かん16歳。

文化元 1804

29歳、当家人頭(戸主)となる。

※養祖父(喜惣左衛門)の没により？

文政元

(文化

15)

1818

３月 長谷川寛(関流六伝)の高弟・山口和と

出会い、江戸の長谷川に入門するよう勧めら

れる。※峠村ではなく宮城県で出会った？

４月８日 峠村御組峠村御組峠村御組峠村御組のののの足軽足軽足軽足軽に召し出される。

※佐野屋敷の人頭が胤秀長男の悦之助に。

６月 山口和の紹介状により長谷川寛長谷川寛長谷川寛長谷川寛にににに入門入門入門入門。

文政２ 1819

２月18日 関流の「「「「見題見題見題見題」「」「」「」「隠題隠題隠題隠題」」」」免許を取

得。藩主より、許状の賞として、永々苗字永々苗字永々苗字永々苗字、

裃御免裃御免裃御免裃御免となり、さらに金100疋を賜った。

文政11 1828

12月18日 藩主より、「「「「算術師範役算術師範役算術師範役算術師範役」」」」を命ぜ

られる。老松から一関に移住し、田村藩の藩

校「「「「教成館教成館教成館教成館((((こうせいかんこうせいかんこうせいかんこうせいかん))))」」」」のののの教師教師教師教師となる。

文政12 1829

「「「「伏題伏題伏題伏題」」」」免許も取得し、藩主より賞として金

300疋を賜った。

文政13 1830 56歳、関流和算書『『『『算法新書算法新書算法新書算法新書』』』』を編集。

天保２ 1831

３月７日 『算法新書』献上、賞として徒士

組に召し出され、三人扶持と御切米金一両を

賜り、「「「「数学家業数学家業数学家業数学家業※」」」」を命ぜられる。

※数学を教えることを家代々の職業とすること

天保９ 1838

２月７日 一関吸川小路に屋敷を拝領(須藤謙

蔵上屋敷)する。

天保13 1842 ２月18日 中小徒組中小徒組中小徒組中小徒組に組替を命ぜられる。

弘化３ 1846

長谷川弘や門人の南助五郎・安部貞治らの勧

めや寄付で「「「「算学道場算学道場算学道場算学道場」」」」を建てる。藩主より

金500疋(手形二十切)と、小菅30丸を賜った。

嘉永２ 1849

２月４日 胤秀没。行年75歳、関量院数観流

峯居士。※墓は祥雲寺(田村家の菩提寺)

千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール

胤秀は「算術師範役(一代)」となり、その後「数学家業(永代)」を命ぜられると、三男六郎に士族相続(二代目雄七/胤道)させま

す。胤秀の家系図は、六郎や、同じく和算家として活躍した四男の胤英にスポットがあたることが多いですが、今回は胤秀胤秀胤秀胤秀がががが婿養子婿養子婿養子婿養子

にににに入入入入りりりり、、、、長男悦之助長男悦之助長男悦之助長男悦之助がががが継継継継いだいだいだいだ「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」ことことことこと花泉町老松花泉町老松花泉町老松花泉町老松のののの「「「「佐野屋敷佐野屋敷佐野屋敷佐野屋敷」」」」にスポットにスポットにスポットにスポットをあてをあてをあてをあて、、、、「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」のののの末裔末裔末裔末裔にににに会会会会いにいにいにいに行行行行きましたきましたきましたきました。。。。

◆胤秀の末裔だと知ったのはどのタイミングか？どう思ったか？

〈森男さん〉25歳で養子になったが、それ以前から「「「「(本家は)日本一日本一日本一日本一のののの

そろばんそろばんそろばんそろばん先生先生先生先生のののの家家家家」」」」だと聞かされていた。養子は親同士で決めたこと

だったので、末裔になることについては特に何も思わなかった。

〈正男さん〉小学校５～６年まで自分が末裔だと知らず、たまたま小学

校の先生から教えられた。当時は末裔のことに興味がなく、旧宅を取り

壊す計画の際、周りの反応に驚き、そこで初めて実感した。

◆ご自宅に胤秀ゆかりの品や遺品等はある？

解体した「蔵」にはあったかもしれないが、今は特に何も無い。

(諸事情により、解体前に蔵の内部に入ることができなかった)

千葉森男千葉森男千葉森男千葉森男さんさんさんさん

千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀がががが養子養子養子養子にににに入入入入ったったったった「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」のののの子孫子孫子孫子孫

千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀千葉胤秀

一関一関一関一関にににに和算和算和算和算をををを広広広広めためためためた

胤秀は25歳の時に「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」の婿養子に入る(連れ子説もあり)と、妻(かん)と

の間に８人の子どもをもうけます(長女・次女・次男は早世)。文政元年文政元年文政元年文政元年、、、、胤秀胤秀胤秀胤秀がががが

「「「「峠村御組峠村御組峠村御組峠村御組」」」」のののの足軽足軽足軽足軽にににに召召召召しししし出出出出されるとされるとされるとされると、、、、「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」のののの人頭人頭人頭人頭はははは長男長男長男長男のののの悦之助悦之助悦之助悦之助にににに。。。。ここここ

のののの時時時時、、、、三女三女三女三女((((もみもみもみもみ))))、、、、四女四女四女四女((((そめそめそめそめ((((繁繁繁繁))))))))もももも「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」にににに残残残残りますりますりますります。

悦之助と先妻(27歳没)との間には長女(くま)が生まれ、天保６年に後妻を迎え

ましたが、天保12年、なぜか３人共没したことになっています(詳細不明)。

そこで、胤秀胤秀胤秀胤秀のののの四女四女四女四女((((そめそめそめそめ((((繁繁繁繁))))))))がががが「「「「そめやそめやそめやそめや((((≒≒≒≒農業農業農業農業))))」」」」をををを継継継継ぎますぎますぎますぎますが(夫の亀治

が婿養子に)、子どもがなく、大本家の水沢屋敷から養女(すみ)を迎えます。

すみは平太衛門と結婚(婿養子)し、長女(志け)が与三郎と結婚(婿養子)します

が、志けと与三郎の間にも子どもがなく、養子として迎えた良治と妻もよ(先に

もよを養女として迎えた説もある)の間に、森男さんの養父となる勇が生まれます。

勇は先妻(大正13年没)、後妻ともに子どもがなく、分家分家分家分家のののの分家分家分家分家からからからから森男森男森男森男さんさんさんさん

((((当時当時当時当時25252525歳歳歳歳))))をををを養子養子養子養子にににに迎迎迎迎えますえますえますえます。松尾鉱山に出稼ぎに出ていた森男さんは「そめ

や」を継ぎ、農地改革で激減した農地を１町歩まで戻します。

平成元年、旧宅を取り壊そうとしたところ、地元から保存を求める声があがっ

たことを機に、千葉胤秀の顕彰活動にも協力するようになり、旧宅旧宅旧宅旧宅をををを当時当時当時当時のののの花泉花泉花泉花泉

町町町町にににに寄贈寄贈寄贈寄贈。現在は長男長男長男長男のののの正男正男正男正男さんさんさんさんが旧宅の管理を行っています。

末裔
フアイル

５５５５ 正正正正男男男男さんさんさんさん

◆胤秀旧宅が平成に入っても茅葺屋

根のまま残っていた経緯は？

別家ふくめ、周囲に茅葺屋根の家

はなくなっていったが、平成２年ま

で住んでいた。囲炉裏を囲んでの生

活で、とにかく寒かった。

平成元年、ようやく家を新築でき

る目途がたった(旧宅を壊し、その場

所への新築)が、地元から保存して欲

しいと頼まれ、当時は即決できずに

悩んだ。

保存要望が町に出され、文化財と

なったため、敷地内の別の場所に新

築した。

◆旧宅が指定文化財になってからの

関わりは？

それまでは胤秀を意識して暮らす

こともなかったが、保存活動に協力

することになり、各種調査が行われ

る際には、学者がたくさん来るなど、

対応は大変だった。地元の団体が行

う顕彰活動にも、可能な限り協力し

たり、参加している(会には入ってい

ない)。

旧宅は屋根がかなり痛み、萱が床

に落ちてきたり、雪も入ってくるの

で、月に１～２回掃除に入っている。

染物業をしていた時期があると推測

されるが、詳細は不明。胤秀で佐野屋

敷は８代目だが、寛永18年(1642)の

「御諸役」を記した文書では峠村に

「染師」は確認できず(近隣の村には

存在)。

森男さんが先代から聞いている染物

業に関する話としては、「胤秀を染物

修行で江戸へ送ったら、染物ではなく

和算を習って帰ってきた」「旧宅の裏

に大きな池があり(森男さんが養子に

来た時には大幅に埋め立て、縮小)、

池の中にあった木の根本部分に反物な

どを打ち付け、柔らかくする作業をし

ていた」という２つ。詳細は不明だが、

屋号は現在も「そめや」。

「佐野屋敷」の分家は

３軒(分家の分家もあ

り)。大本家の水沢屋

敷(通称みんつぁ屋敷)

は、子どもがなく途絶

えてしまったそう……。

千葉千葉千葉千葉 森男森男森男森男 ((((ちばちばちばちば もりおもりおもりおもりお））））

昭和８年生まれ。実父・仲三郎、実母・ウメジ。「佐

「佐野屋敷の分家の分家」の家系であった。

千葉千葉千葉千葉 正男正男正男正男 ((((ちばちばちばちば まさおまさおまさおまさお））））

昭和37年生まれ。３人兄弟。佐野屋敷16代目。
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胤秀と共に老松か

ら一関に移住。両

者とも子孫は一関

中心に広がる。

養

女

次

女

良治が先に養子に

入ったのか、もよが

養女に入り良治が婿

養子なのかは不明。
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悦之助一家の没後、

そめが「そめや」

を継ぐ。※農業を

継ぐ、と記載する

資料もあり、染物

業はすでにやって

いないと推測。

悦

之

助

男長

佐野屋敷の屋号「そめや」

森男さんの養父・

勇さんは教師であ

り、農業はやって

いなかった。

この代までは、一

関の末裔(親戚)と

も付き合いがあっ

たが、今はなし。

「老松活性化同志会」による花泉町(当時)

への保存要望などにより、平成２年「花泉町花泉町花泉町花泉町

指定文化財指定文化財指定文化財指定文化財((((現一関市指定文化財現一関市指定文化財現一関市指定文化財現一関市指定文化財))))」に指定。

その後も保存に係る様々な動きがあり、一

関市教育委員会が今後の保存に関する調査を

実施(令和２年３月報告書公表)し、現在も保

存方法について検討中。

千葉胤秀旧宅

千葉胤秀の

顕彰活動

いち早く旧宅の保存活動を行い、屋根の葺替作業等を行ったのが「老松活老松活老松活老松活

性化同志会性化同志会性化同志会性化同志会」。平成元年に「千葉胤秀顕彰会千葉胤秀顕彰会千葉胤秀顕彰会千葉胤秀顕彰会(後の花泉町先人顕彰会)」が

発足すると、顕彰活動が盛んに。平成29年には「岩手県南史談会岩手県南史談会岩手県南史談会岩手県南史談会」「花泉花泉花泉花泉

町先人顕彰会町先人顕彰会町先人顕彰会町先人顕彰会」「岩手県和算研究会岩手県和算研究会岩手県和算研究会岩手県和算研究会」の３団体が旧宅の保存等に関する要

望(請願)書を教育委員会等に提出。令和５年度には「老松老松老松老松みどりのみどりのみどりのみどりの郷協議郷協議郷協議郷協議

会会会会」が「老松活性化同志会」と協力し、旧老松小学校校歌に乗せた胤秀の

顕彰歌を作成するなど、様々な団体が現在も胤秀を顕彰しています。

(通説 ※末裔が聞く話とは異なる部分あり)

胤秀が婿養子とい

うのが通説だが、

森男さんは「吉の

連れ子が胤秀だっ

た」と聞いている。

※正男さんは３兄弟。結婚し、

子どももいる。

「「「「そめやそめやそめやそめや」」」」

に伝わる

家系図家系図家系図家系図

※千葉家所有

の資料を

基に推測

森男さん 正男さん

※黄海街道の警護にあたる足軽が22名配置され、その区域が「御組」と呼ばれた。

当時、有能な人材を民間から登用するために、一時的に足軽として藩に在籍させ、

その後昇進させるという流れがあったらしく、胤秀も同様ではないかと推測。

※

か

ち


